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蚕の 硬 化 病 防 除について＊

金 谷 正＊＊

（山形大苧農学部応用動物学研究室）

Tadashi KANA YA : On the Control of the Muscardine of Silkworm 

I.緒 言

各地に晋遍的に発生する面による蚕応は，大別すると

軟化病と硬化病の二つに分けることが出来るが，筆者は

菌が蚕体に入り込み，水分を吸収し，死後体が硬化する

硬化病を取り上げて見た。

硬化病は，青木（1957),山桝（1962),青木（褒） （1967) 

その他多くの人によって調べられている。

蚕の硬化病は，他の蚕応とちがって，適当な予防手段

を講じさえすれば，ほとんど完全に発生を防止出来る性

質のものであるが，反面一歩誤まると，切角の労力も全

くむだになる．そこで筆者は，硬化病菌の白彊菌，緑彊

菌それに，近年間題1こされている麹菌を用いて，山形県

村山市楯岡において，；欠のことを実験し，その上に立っ

た硬化病の防除について検討し，考察を試みた．

1.各種硬化病菌の性質について

2,硬化病菌付着後の経過日数と蚕体消毒効呆との関

係

3. セレサソ石灰とパフソールの消毒効果の差臭

4.硬化病の地域的発生とその原因

5.硬化病の伝染経路

以上のことから現伍の設化病防除は，まだまだ不完全

であるし，又蓑蚕農家の硬（コ病に対しての意識，知識が

薄いということが出来る．なおこの論文作製にあたり，

御指導及び御助言を下さいました阿部博士，村井れり」に

感訓致します．

II.各種硬化病菌の性質について

1.実験材料と実験方泣

イ ．場所

昭和43年 5月より山形県村山市楯岡において，文験を

始めた．

ロ．実験材料

麹菌 (Aspergillusoryzae WEHMER) を買い，春蚕に

菌を接種し，その病蛋上に出現した菌を培養した．また
”~ 

＊ 山形大学農学部応用動物学研究室業績 No.68. 

＊＊現在は山形県蚕業試験場勤務

白彊菌 (Beauveriabassiana VUILL),緑彊菌 (Spicana

pracina (MAUBL) AOKI) も，春蚕，初秋蚕に発）内した

ものを比養して実験材料とした．

蚕は，春蚕に日 124x 支122太，初秋蚕に計賃 x~ ｛言

晩秋保に多摩x絞鉗を用いた．

ハ．実験方法

(i) 培養方法

蛹 50gに，全体が 500cc になるように水を加え，

半日煮畠しし，炉過後 300cc にする．それに砂‘1月 6g,

寒天 6gを加える，pH は 5.4であった．

(ii) 接種方法

(a) 10 cc の無菌水に 2白変耳菫の菌を溶かしこみ，

霧状にして起眠蚕に接種する．

(b) 1白金耳菫の菌を蚕の上からたたき落して起賦葦

に羨種する。

この接種方法では，（b)の法がより確実に］変種出来

た．（a) では菌を水に入れると浮いてしまうため：こ，炭

種するにしても丈際は，菌がj変種されにくく，又蚕1こ対

しても 10ccの水を霧状にして散布することはそれだけ

で抵抗力が弱まり，又軟化病も多くなりデーターが得ら

れにくいために，以後 (b)の方法で実験した．しかし，

(a)の方法でも 10ccの無菌水に歯を浴しこんだのを遠

心分離僻（1,000~1,500回転）にかけ，その上麿を坂り

除き，それを霧状にして散布すれば，菌は確文に該［重さ

れ，又水の菫も少鼠ですむので1まなかったろうかと考え

られるが，それは次の授会に述べることにする．なお実

験蚕は，菌を接種する前日まで，バフソールで蚕体消嘉

をした．

2.実験結果

白彊菌，麹菌，緑彊菌の三種煩の菌を， l令～V令の

起眠蚕に接憧し，菌の性質とその病徴を観察した．なお

対照区として無接種のものをもうけた。

表 lの結果より，麹菌は l令， Il令に多く見られ， III

令以降は見られない．叉病勢もかなり急激で，該穂して

3日日で現われている．

白彊歯は，各令に感染するが，麹菌よりも病勢が弱
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く，麟種して 5日目に発恥している．稚蚕の場合と壮蚤

の場合を比較してみると，椎蓋の方が速く感染しやす

の菌糸でおおわれる．（写真B)

戸．緑彊菌の場合

Vヽ．

緑弧菌は，他の二種類の菌より，按種してから発妬ま

でそうとうの時間］を必妻としている． I令に俊種した場

合11日目に発応している．つまり 3令になって始めて発

病するわけである．他の二種類の菌と比蚊してみて病勢

はかほり緩慢である．この尖験をしながら各硬化料の応

徴を観察した．

菌を桜種して10日日ごろに黒い病斑が環節附近に現わ

れる（写真C).病斑は，円形，楕円形と不定であるが

（写真D,E),鮮明で容易に識別比来る． 11日日ごろから

その病蚕は死に，その死体は初め弾力があるが（写真F),

次第に硬化し， 2~3日たつと気門や各環節間から，白

い菌糸が出て全身がおおわれる（写真G).死んて14日日

ごろから全身緑色の分生胞子でおおわれる（写真H).

イ．白彊菌の場合 ハ．麹菌の場合

歯を以挿して 2日3日目ごろに，体が緊張してくる。

稚蚤の揚合，そのまま死んで硬化して行くが， m令ごろ

から体の表簡に油のにじんだような病凱を生じてくる．

（写真A)

病斑が出て 1日ぐらいして耐蚕は死ぬ．

死体は，初め弾力性があるが 2日日ごろから硬化し始

める．気門や環節間から白色の歯糸が出て，全身が白色

菌を接種して 2日目ごろ異常に光沢が見られ， 3日目

ごろには死んでしまう．この菌は前の二種頚の菌と異な

って病斑は，全然認めることが出来なかった．又硬化は

体の一部しか硬化することなく，他の部分は軟化してし

まう．これは他の菌と異なって菌の長入個所付近しか硬

化しない（写真 I).

そこで筆者は，緑彊的蛋，白牒恥蚕，麹菌病蚕の病斑

第 1表 白彊病菌，麹病菌，緑彊病菌の接種と羅応

I 
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（注） 蚕品種塁悶x閏塁，多摩 X絞錦，温度 19℃~29℃，氾度 50%~90;?,；；
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の部分，異常蚕のミクロトーム切片を作り，体内の菌糸

の状態を顕微銭で見てみた．なお染色液はヘマトキシリ

ソを用いた．写真］は正常蚕， Kは緑弧応蚕， Lは白彊

病蚕， Mは麹菌病蚕の 7X 4倍の顕微鏡写真である．つ

ぎにこれの表皮細胞と真皮細胞付近の菌の状態を15X 40 

倍で見てみた．

Nは正常蚕， 01ま峠彊応蚕， Pは白彊病蚕，Qは麹菌

病蚕であるが内部の菌の発芽状態がよく観察される．麹

菌病蚕の場合，｛受入個所以外の部分を見てみたが（写真

R），巽常は仝然認められなかった．つまり麹菌砧は，侵

入部分だけ硬化すると言うことが言える．又緑弧病蚕，

白張病蚕，麹菌病蚕は共に皮膜細胞に異常が見られ，消

化管の中には歯がみうけられないことから，経皮伝染で

あるということが出来る．

III.硬化病菌付着後の経過日数と蚕

体消毒効果との関係

現在，硬化病の消毒薬はセンサン石灰，パフソールが

督及しているが，筆者はまずセレサン石灰での消毒効果

を夫々の菌について調べて見た．表 Ilは麹菌，表 IIIは緑

彊歯，表Wは白彊菌であるが，これらの表から見てわか

るように，菌を按師してすぐにセンサ‘ノ石灰で消毒した

区は，仝然発病していない．

翌日になって消毒したものは発病している．つまりこ

のことから言えることは，硬化病菌胞子が蚕の皮屑に付

着し，そこで発芽して蚕体内に侵入してから悧毒を行な

っても何の効果もないということである．つまり，消毒

の時期を失わずに，適当な時を選んで消粛することであ

る．特に緑彊恥には表 I, IIIを見てわかるように，発脳

まで他の硬化店と異なって日数を要するので，特に消毒

には注意が必要である．硬化病菌によって祇に対する病

原性は一オぷでないので，消毒を行なう時期についてもそ

れぞれ異なってくるので消毒にはよく時斯を考えねばな

らない．写真k~Qを見てもわかるように，病斑が出た

り異常が認められた時には，もう体内に菌がそうとう繁

第 Il表 麹菌とセレサン石灰消毒

センサソ右灰

消毒時期
—---- ---

1令第1日

2日

1, 2日

2, 3日

しない I

対昭区ー］：ない

し

対照 区し
I 

' 3令

麹菌接種

供
試
蚕
数

3

日

目

4

日

日

8

日

日

9

日

目

1

て
＂
I

接 種 文

20 

20 

20 

20 

20 

ー ー

1
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゜

20 

-

0

5

6

3

0

9

 

-

2

1

1

1

1

1
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‘,1•91 

遣
失
蚕
数
。
。

1
2

。
•

軟
化
そ
の
他
．

1

3

.

.
 
1
 

.

,

'

 

〇

日

目

一

ー5 I 6 I 7 

日 日日

目目日

I ・2 I : I : 
。.. .
1 I 2 I 1 I. i 

l 
3 1 1 1 2 。 I

ーーロロ~ヽー［＿ー・一

屯
女

~
・
~ 種 区

第 18 20 I i 

| 

i ． 1 I ゜ 19 

。・ l ゚2日 20 ． ． 1 3 。。
゜ 1 15 

1, 2日 I 20 ． ．．．  1 19 

2, 3日i 20 ． 
゜

I 
1 2 I 2 2 • ゜

． 15 

ない， 20 
゜

4 1 。 ）` 1 1 11 
＇ 

20 

央久・~ 種 1X-

寸~メ
カロ＂廿＂ -x-

ぃ！
第 1日

2日

1, 2日

2, 3日

しはい

し な

な

V̀‘ 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

.'.。

□-—-•一

！ 
‘’ 

゜

: I 
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ー

ー

ー

20 

20 

20 

19 
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（注）晶種計昇x冒旦，温度 1令 23~31℃, 2令 26~31℃, 3令 25~31℃, i屈度 1令 60~90鬼 2令

60~80彩， 3令 60~82形， 4令， 5令は全然現われない．
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殖している．この時期に消毒を行なっても，他の健康蚕

の予防こそなれ，感染した蚕には，何の効果もないと言

える．

IV.セレサン石灰とパフソールの消

毒効果の差異

昭和44年よりセレサ‘ノ石灰は，山形県の水銀剤使用禁

止により用いることが出来なくなる．そこでかわって使

用されるであろうパフソールとの消毒効果の差異を，緑

彊菌を用いて調べて見た．表 Illはセレサ‘ノ石灰で，表V

がパフソールを用いた実験結果である．これは同一条件

で飼育したものである．

この表から見てもわかるように，セレサン石灰で消毒

した方がパフソールで消毒したものよりも，緑彊菌に侵

される蚕数が少ないということである．しかし，軟化病

発生数を見てみると，パフソールで消毒した方が，しまる

かに少ない．つまりパフソールは，軟化病の消毒にもな

るということである．このことは，山桝 (1962) の実験

でもあきらかになっている．パフソールは，フォルマリ

ソ糖法の改良されたもので，フォルマリンガスが主に消

毒効果であるので，セレサ‘ノ石灰のように，効力が2'

3日は続かず， 1日で効力が失なわれる．それでパフソ

ールは，今まで 1回消毒やっていたのを 2~4回やれぽ

硬化病の防除力も，セレサ‘ノ石灰と同じぐらいになると

第 皿 表 緑 彊 菌 と セ レサン石灰消毒

セVサ‘／石灰供 11I 12 I 13 I 14 I 15 I 16 I 17 I ~覧遺
緑逼菌接種 誓 日 日 日日日日日日そ鷹計

消毒時期数目目目目目目目目腐数

1令第1日 20 

I 

． ． . ． ． 20 

2日 20 1 ． ． . ． ． ． 19 
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（注）品種多摩 X綾錦，温度 1令 20~29℃, 2令 20~29℃, 3令 19~26℃, 4令 20~26℃，湿度 1令

50~90%, 2令 53~90劣， 3令 53~90形， 4令 53~80%
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考えられる．

v.硬化病の地域的発生とその原因

筆者は，山手の楯岡と，村山市の真中を流れている最

上川をはさんだ河西の大久保地区，河東の西郷浮沼地区

の硬化病の地域的発生を調べてみた．それで楯岡地区は

自宅を，他の二地域は，その平均的養蚕家をとって調べ

てみた．その結果が表V1である．これを見てみると，収

量は大久保地区の奥山氏が最も悪く，次に浮沼地区の矢

萩氏，楯岡地区の順になっているが，硬化病率，軟化病

第W表 白 彊 菌 と セ レサン石灰消毒

白彊菌接種
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なし区照対

3令第1日 20 ． ． ． ． ． ． ． ． ． 20 

2日 20 ． ． ． ． 1 3 ． ． ． ． 16 

接 種 区 1, 2日 20 ． ． ． ． ． ． ． 2 ． 18 

2, 3日 20 ． ． 2 1 1 ． ． ． ． 16 

し な Vヽ 20 ． ． ． 1 3 2 ． ． 1 ． 13 

対照区しな い 20 |. . . __ 1. I. . l. l. I. . I 20 

4令第1日 20 ． ． ． ． 
． 2 

． ． ． ． 20 

2日 20 ． ． ． 1 1 ． ． ． ． 16 

接 種 区 1, 2日 20 ． ． ． ． ． ． ． 20 

2, 3日 20 ． ． . ． 1 1 ． ． ． 18 

し な Vヽ 20 ． ． ． 1 2 1 ． ． ． ． 16 

対照区 1しない 20 I • I • I • I • I • I • I • I • I • I • I 20 

1 

5令第1日 20 ． ． ． . 1 19 

2日 20 ． ． 1 1 ． 上 3 14 

接 種 区 1, 2日 20 ． ． ． ． 1 19 

2, 3日 20 ． ． 2 1 . 族 1 1 15 

し な Vヽ 20 ． ． 1 3 1 2 1 12 

対 照区 1しない |20 --__. 1. |. I. I. I 1 I 19 

（注）品種夏盟x:醤，温度 1令 23~31℃,2令 26~31℃,3令 25~31℃，湿度 1令 60~90%, 2令

60~80形， 3令 60~82%
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率もそれに伴なって大久俣地区，浮沼地区，楯岡地区の

順になっている．特に大久保地区の硬化病率が約30%と

いうのは駕異である．

そこで筆者は，同じ大久保地区で 1万頭当りの収輩が

多かった日塔氏を謁べ，比較してみた．それが表＼IJlであ

る．これを昆てみると，奥山氏は毛蚕消毒を行なって泣

い．又蚕室を日塔氏はもっているが，奥山氏はもってい

ほいし，上族後の残沙を奥山氏は桑園にもっていってい

る．このようなことから，奥山氏の硬化病率30%という

のは，うなずかざるを得ない．硬化病は主に稚蚕に感染

するが，毛蚕消毒をしないということは全く無訪備とい

うことになる．叉上疾後の残沙を桑園にすてるというこ

とは，菌が桑の葉に付着し，それが吹の養蚕期に再び入

ってくるということになる．又蚕室がないということ

は，菌の侵入を容易にしている．

そこで筆者は，四氏の桑図の位置を調べてみた．地図

の楯岡の自宅Aの桑園はイ，浮沼の矢萩氏Bの桑固は

ロ，大久保の奥山氏Cの桑園ぱハ，日塔氏Dの桑園1ま二

である．

ここで注意しなければならないのは，最上川が碁点橋

の所で，急に細くなっているので，梅雨期になると氾濫

ナるために，奥山氏の桑園はそのたびに水びたしになる

ために，桑の栄養も不充分であるし，菌も付着しやす

ところが，大久保地区の大部分の桑園は，その地域Vヽ．

緑彊菌とセレサン石灰消毒

ソール I供 I11 I 12 I 13 I 14 I 15 I 16 I 17 1 18 

日 日 日 i日i日日日日

毒閂期 I 数 I目 目 目 1 目目 1 目 ｝ 目 1 目
9 - -I’ - - - - - - -

第 1日 1 201..  I。 I:・。・。・ 1 1 19 

2日 20 I 1 I 2 I • I • I ・。i。 I.. 。 17

1, 2 日~~ i ・1 I ・2 I : I : I : I : i : i。 1. I 2 18 

2, 3日 20 I 1 I 1 I 2 I • I • I • i • : • i • I 1 I 15 
ない 20 i 3 I 3 I 6 I. I. I. ・ I・ I ・ 。 8 

―-- _、-- - ,  -!―—］一——

対限区しばい!20 I. I。 I。 1.I. • 1.  • • 1 19 
•-~~----------

第 1日 201 ・ 1 0 0 1 ・・・。・・・ 20

2日 20 . 1 2 1 2 。。]。 e. 2 13 

1, 2日 20 I • I • I • i • 1 。 。! • i • I 1 I • I 19 
2, 3日 20 。i。 2 1 3 l.  I. I 0 0 .  1 14 

ない 20 1 ・ 1 2 3 | 2 i 1 1. l ° 0 • 1 1 11 
― - - - -- -. -- - -

対照区：しない |20 I. 。 • • • • ° ゜i. j. i 20 

• I • I 。 1 I 19 

1 I • I • I.  I 1 I 1 I 13 

0 2 1 : : 1 : • 1 。•ロ
3 I 1 。 |.I. 。 12

-- 1 -.  

対照区 Iしない I 20 I ・ I• I • I • I • I • I。 1 • l • 1 ・ 20 
- --―- ---—--_ _『-—-__I___ -- -:――--―-•---!—----• 

第 1日 201 。 I : I : I : I L I ~ I i ] : I.1 I ~~ 2 日;~ I ・ I ・ I ・ I ・上 I5 I I I. I.-I i; 
1, 2日 20 I. I. 。 I。 I. 。 20

2, 3日 20l ．゜。i .族 5 I I I • I 2 I 13 

ない 20 l. 。 • I ・ I ;;;, I s I I I. I i I 11 
----]-----

対 瞑区 I しない I20 I • I • I • 。 I I I j I 2 :.  I l8 

（注）温度 1令 20~29℃, 2令 20~29℃, 3令 19~26℃, 4令 20~26℃，湿度 1令 50~9

~90%, 4令 53~80%
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| 3令第 1日 I 20 ゜
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按 種 区 1, 2日 20 ゜
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2, 3日 20 ゜ l 

しない 20 ． 3 

去
女j
 

種 区
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第YI表硬化砧の地域発生調査

大久保地区奥山氏 西郷地区矢萩氏 1 オ眉岡地区自 宅
--- - - - - - - - -- - - - - ..、--

蛉 立 量--- 6万頑 10万 閂 l-—_ l3)] g且一
- --- -- -

収 凰 63.6 kg 1万頭｛謡喜i 132.2 kg 1 万唱~ik~ I 196.7 kg 1万唱言よ

- - -- -

硬化病発生率 約 30% I 約 3% 約 1%

硬化病発生令 2~5令 3令 3令
--- ------- -ロ---- I 
蚕 主 げi 毒 1 ホルマリン消毒（共h]) 1 ホルマリン消毒（共同） ; IレPマ心ンi予｛肖言

- --.. -- -

蚤 只 泊 毒 ホルマリン消毒（共1-I,]) Iホルマリン Ii]毒（共同） 下ルPマ心ンi~肖息
． •—-- -- •- -―  --... --—•ヽ•一一

保 体 消 毒 セレサン石仄 Iiょノくサフ1/y[ ] 1 言よパサフ1/yりり

. ----------- -- - - -- ----

前蚕期後の蚕室消嘉 1 し な い Iし な いし 衣 い

-- - --'-------——-'--—------- I----
前蚕期後の蚕具消毒 1 日 光消 毒 日 光 消 毒 日 光消 毒

- - - - - - -

軟化恥発生率 約 15% 約 8% 約 4%
-- - - - - ---

上萩後の蚕座処理 桑園にもって行く 1 /Jく口にもっ□行く 1 水口にーもっーて 1―」<-

蚕 至無 しi仮蚕完打 る
- -- - --- -

第＼IJl表 1叶ー地域内の硬化恥発生調査

大久保地区

1 「_1 塔 氏 1 奥山氏
-•一―--- -—--------. II - -?-—•一

帰 立 量！ 5 万頃 1 6万 頭
-----~-- -- - -- - - -

収 量 73.Skg 1 7｛喜贔~ I 63.6 kg l 万鳳嘉I~
- ----- --- ------- - -- - - - -- ----- --- -

-- --• -I -—------ -—---—-ヽ----

硬化的発生率 約 3;:,5 : 約 30劣

破化恥発生令| 4令 2~5% 

蚕 室 消 毒 ホルマリン消毒（共同） ホルマリン消毒（共同）
---・ -―- -----_ !―--------―------―-- --
蛋 具 消 毒 1 ホルマリン消毒（共回） I ホルマリン消毒（共同）

---、- -- -• - - -

蚕 休消 毒 1 バフソール 1 セレサン石灰
• -- - 、_、

毛蛋消毒，パフソール lし な い
—~--- ----------- ---------- - ------- ----- -

前蚕期後の蚕主消毒し な い 1 し な い

前蚕貼後の蚕具消嘉 日 光 消 粛 日 光 消 森
------- -----、------、- -- -- -- -• - --• --―`―  

軟化病発生率 1 約 3% 約 15%
——- :----- --! --・  

上族後の蚕座処匪 1 水田にもって行< |桑国にもって行く
-------------- ------ ------- - - - - --------

蚕 雀 1有り l無し
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に集中しているために，硬化鼻軟化恥が多いと言え

る．その点，山こ「に桑園があろ栢閂地区は，それと比較

ずると極端1こ少なくなっている．

VI硬化病の伝染経路

硬化）内の伝染経路として，訳の 5つのことが考えられ

る．

1.企三内の因による感染

2.蚕貝からの菌による感染

3.残沙を桑国に拾てることにより，桑葉に菌が付着

しての隠染

4.残沙をすぐに括てることにより，野外昆虫に磁染

し，その菌1こよる二次的感染

5.空気中の因からの感染

以上のことを図 lで示した．

野外昆虫では，水田にフタオビコヤガの幼虫，桑園で

はクロウリハムシ（写真 S),野菜畑では，モ‘ノシロチョ

ウの幼虫（写真T),が硬化病で死んでいるのが発見され

た．

VII.考察及び結論

1. I肖虚11:f)!JJ

表 Il, ill, ~1 でもわかるように，菌が付沿したその日

に泊毒す仇ば，消毒効果はあるが，次の日に消毒するに

いたっては，なんらの効果もないと言える．これは青木

(1957)の実験でもあきらかになっている．つまり硬化病

菌が蚕体に付応し，体内に位入してから消毒を行なって

も，何の効果もないということである．表］から見ても

わかるように，菌の種頚によって，壷に対する病尿性は

ー仙てなく，したがって消毒を行なう時期もそ仇ぞれち

がわなければならない．

白弧砧歯は，仝令に感染するので，消毒も気をゆるめ

てはならない．

麹病菌，緑弧恥菌は，二［として椎蚕闊に侵すものであ

るから，消毒も稚蛋斯に重点をおかほければならない．

しかし，緑彊病菌の発病が， 3令末期から 4令にかけて

多発するのて，一般甍家は，「 3令に感染するのであるか

ら， 3令に消毒の重点をおけば防除出来るし，治療出来

る」 と考えているし，野口 (1965) は，i緑盟病菌は， 3

令， 4令起蚕に多発している場合には，高度サラシコ

200~300（斉液を蚕児の体の仝体がぬれている手呈度に，盟

富に散布すると，りし：全に防除出束る」又麹菌恥に閃して

は，「多発した時は，発見後すぐ薬斉ljを敦布する」と述べ

ているが，これはあやまりと言える．

.. 
fし

9
-
X
 

（ロ
空

図 1 硬化恥伝染経路

1.蛋貝からの感栄． 2.蚕室からの感染． 3.残沙を

水田桑国に枯てることから，桑葉からの感染と，野外昆

虫の二次感染． 4.空気Iけの菌からの感染．

s:クロウリハムシの硬化病

-- - - -

T:モンシロチョウの幼虫の硬化病

---------~-, 
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2. 蚕室，蚕貝の消毒

表＼1でわかるように三氏とも，蚕期後の消毒をやって

いない．これは，蚕期後には，最も菌が多い時期である

ので，この時期に梢毒をやれば，次の堡聞には大変効累

があると考えられる．又，奥山氏，矢萩氏は，蚕主，蚕
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具をホルマリン消毒しかやってい］かいが，これは液体の

ために，すみずみまて消毒出来るとはかぎらない．この

ためガス状の PPS,ネオ PPS雰で，もう一度消壽する

のが好ましいと考えられる．

3.桑園管理

大久保池区のように，拇年水害で桑園が水びたしにな

る地域は，硬化病が多い．これは，桑の栄養も充分でな

く，菌が伝染しやすいためである．そのために桑固が水

びたしにならないようにするか，山手の方に桑園を移し

た方が良いと考えられる．それに残沙をそのまますぐに

桑園，水田にもって行くために，桑園で菌が繁殖し，桑

に付羞したり，野外昆虫に感染して二次感染することに

なる．そのため残沙を址肥にして薗を充分殺してから桑

園，水田にもって行くことが好ましいと考えられる．

4.薬剤

今年から用いられるであろうパフソールは，セiレサン

石灰より硬化茄の消毒効果が少ない．そのため残桑のな

い時に， 1日2~4回やるのが好ましいと考えられる．

又バフソールは軟化病の消毒効果がある．このことは，

山桝（1962) の実験でもあきらかである．

以上であるが，硬化病をいかに少なくするかというこ

と1ま，硬化病の性質を完全に知り，手遅れとならないう

ちに，積極的に予防消寄を行なうことである．

VIII.摘要

山形県村山市楯岡地区1こおいて，硬化病，麹菌病の性

質，菌付着後の経過日数と消毒効果との関係，セレサン

石灰とパフソールの消毒効果の差異，硬化病の地域的発

生とその原因，伝染経路等について調査した．

なお調査は，昭和44年，春蚕，初秋蚕，晩秋蚕につい

て行なった。

1.麹菌は稚蚕がかかりやすく，又病勢もかなり急激

で， 3日目には死んでしまう．硬化は菌の侵入口付近し

かしない．（表 I,写真 I参照）

2.白彊菌は各令に感染するが，麹菌よりも病勢が弱

い．壮蚕よりも稚蚕の方が病勢が速い．病斑は III令以降

に油のにじんだようにばる．（表 I,写真A参照）

3.緑彊菌は詞勢が非常に緩慢である．特に稚蚕が感

染しやすい．病斑：ま不定形である．（表 I,写真C,D, 

E参照）

4.麹菌病，白彊病，籍彊病の病斑の部分，只常蚕の

ミクロトーム切片を作り，凱緩したところ，菌がそうと

う繁殖していた．（写真0, P, Q参照）

5.病斑が出たり，異常蚕が認められた時には，体内

に菌がそうとう繁殖しているので，この時間戸泊嘉をや

っても何の効果も該い．

6.パフソールは硬化恥の防除には，セレサン石灰よ

り少し劣るが，軟化応の防除にも効果がみら九る．（よill,

v参照）
7.大久俣池区が硬化病が最も多く，；囚召地区，栢詞l

地区の順になっている．

8.上朕後の残沙を桑面にすぐに拾てるということ

は，菌が桑の葉に付着し，そ九が次の蚕間に再び入って

くる．

9.蚕完がないということは，菌の侵入を容易にす

る．

10.硬化病菌の伝染経路として，蚕室，蚕具の面，残

沙を桑園にすぐに拾てるため桑に菌が付着するため．野

外昆虫の二次的感染．空気中の菌からの感染があげられ

る．（図 I参照）
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金谷—蚕の硬化病防除について

Plate. I 

A:白彊病蚕病斑

B:白彊病蚕硬化

C, D, E：緑彊病蚕病斑

F:緑彊病蚕硬化始まる

G:緑彊病蚕が硬化して白色の菌糸が出る

H:緑彊病蚕が硬化して緑色の菌糸が出る

I :麹菌病蚕の後部だけ硬化している
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42 山形農林学会報第26号

Plate. ll 

J :正常蚕の 7X 4倍

K:緑彊病蚕の 7X 4倍

L:白彊病蚕の 7X 4倍

M:麹菌病蚕の 7X 4倍

N:正常蚕の15X 40倍

():緑彊病蚕の15X 40倍で菌がそうとう繁殖している

p:白彊病蚕の15X 40倍で菌がそうとう繁殖している

Q:麹菌病蚕の15x40（音で菌がそうとう繁殖している

R:麹菌病蚕の15X 40倍で菌が全然入っていない




